


































































L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　、　　　P，’　■■■■■■■D‘’d■■■■■■D●＿　　　　　　　‘1■‖’”‘［111k　　ヨ　・漕　・笥　∵喜　、，ぼ�d⊇1漕馨鑛藷・1麟遡溺　｝『　‘．▼　人‖’］讃lP・：一，t’．！．●而1‘蝿b垣、’1：，、−vt一ざ工馳でで二≡：る縢⊇ξ》r／．ilf　＝”二wa“；Ej．？””筆’　　t‘1一鍵’ご…懸○転に1　　　一　　一＿＿」h1　　　風型　　　　　　菖鱒探炭能率向上／　　一…　−1ニジ’∵�n�n馨璽饗竪翼羅蚤懸　　．w、’直　　　1”’三’�a二≡二でミ三：“票難琴罪馨騨橿灘；懸翼　　　　　　　　　　　　　　　　∵・N1三∴『∵一�iピ竺・ジ：薄　　　　　　　、坑内切羽に新鮮な空氣を供給し有害瓦斯，爆登性瓦斯を排出す◆◆◆　　　　　　　仕　　　　　様電置動k機響概重．略量屋量　敷出極電一周　　　式　　　mm．　’VST．　C．　　　m／ln　l　n・　　　V．P．　M．　力Kw　敷　　堅　　　V．波　敷　　〜風　機　　　kg．L−・一．一一．1・ooo　Jl　　　1　5　（20HP）　　　　　　　5電　動　機　　　kg．合　　・　計　　　kg．東京●う礼ノ内・プLピル150300　　　620050300800L一60A120一270一90011（15HP）一一1−一　　　　8−　・・　200／200　−一　一1’一、60一・00　　−＿・＿．・．．ニー＿■一＿＿300÷800風塵，風量は適切，性能は優秀，小型輕量，しかも堅牢・耐久的です．電動機は，深溝型直入起動機　を使用した完全防爆型防蝕庵理完全，取付，移動は容易で，渦流ならびに音響防1ヒにとくに留意した信頼度の高いものであります．　　　　　　　　　t三衰電穫襟式禽砒1コ’・ンゴアンサt套一ごごで�n：ぞ二三竃t−，，’・’1管の・趨勢／　　＿套管の事故の分析から頁否の槍出，劣化の豫知方法等につき準べ，最近の米國とくにGE肚およびW砒の套管製作の趨勢を紹介し，かつ當三菱電機における現状を説明した．なお本文　”はコンデンサー套普の問題を中心とL，他型にういても参考に記違してある．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　’　　　　、　　t−　　　・　　・伊耀備淺．井　徳　次郎　　　　1．緒　　　論　　’　　　難器や油入遮断器を始めとして纏て，電氣機械には電へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氣の出入口に絶縁套管を使つているカぷこの負5使命ぽ　　　重大で，その構浩，種類，型等は製作者の標準，使用電　　　堅ならびに使用の目的によつて色々，ある・これらはいず　　　、れも多年の麓験と使用實績によつて優秀なものを作つて　　　いるが・一・歩設計賊｛江作を馨ると・これ！蝿氣回路　　　において一弱勲をなすもので，一般に套管における故障‘　　は影響が大きく，したth｛Pて復奮もかなり手間取る場合　　　も起り得る．故に套管の製作上の鋏賂を護見して，不良　　　品が市場に出ぬ様にすることは勿論，使用中および，豫　　　備品として保存中に劣化することのない棲に注意し，適　　　時その状態を検査して補修工作および臨橡等を行ない，　　’　重大な故障に到らしめない標にする必要がある．　　　　　2．種　　　’類　　　　さてここて，これまでの一般に使用されてきた套賛を用　　　途別にh類すると，屋内用と屋外用とになる．　　　　つぎに型によつて大別すると，蓄電器型，tiムパゥソ　　　　ド型，油入型および碍管型に分たれているが，今日では　　　　この型別が混然として判別．Lにく．くなつている．殊に電　　　屡の高いものに至つては然りである．　　　　　　’　　　　例えば，蓄電器型といえども屋外用となると，磁器碍　　　管を被せて中身との間にコンパゥンドかまたは油を充墳　　　　しているし，油入套管と銘打つても中身は蓄電器型としtS　　　・ている模様である．　　　　　　　、　．　　　’一般に電魔が1萬ボル、ト級のものは磁器碍管だけで作　　　つたものが多く，6萬ボルト以下のものでは，申身を蓄　　　電器型にせずとも，磁器碍管の中に油かnンパウソドを　　　揖めただけのものも多敷見受けられる．’しかし定格電堅　　　が高くなるに從い，これまでの設計では寸法が大きくな　　　　りi材料も澤山要るので，ことに蓄電器型の長所を取り　　　入れざるを得なくなつた、何んとなれば賛料を最も有効　　　に使用して最も小にして，しかも最も優れた套管が，蓄’1電器型によつて得られるからである．　蓄電器型の設計が各赴の各型の套管に取り入れられるのも宜なるかなである．　．　、’3．套’管の事故　　　　・　ところが昭和10年頃に凍涼方面で套管の事故力績出して大きな聞題となり’，封策委員會が開かれてその原因を’糾明せられたことがある．（1）　その結果次表の如き事故統計表ヵ駿表せられた．しこトうしてその原因は，構浩の不良によるものとして，改逡方法ならびに保守撒方法も定められ，また蓄電器型も　その構浩を後遠のような完全な気密型に改造したために．著るしく改善され，事故が著るしく減少した模様であ　る．　　i油入型碍管型計　　1　　　1ド外部異常電唾に〆よる、3一4’0・18　｜吸灘によぢもの12600　｛18油を吸上げコソ1パウンドを溶解せしもの　　　〉01　］00　・　3＼　｝導騰の接績不良による過熱．1’0　｝し　9∋2　　1其　　め　他使用敷に封する百分率31．251．6　　1．3L1・｝uO26．立9i；』i’、a！1、；‘一＞1．li・　1∴二1　　］　　：li　l；　　1‘　　｛　当　、］叶　Tl：il1：一1，t　　　　　　　　　第　1　表　斯くの如く套管は常に改善改良をはかつでる齪の研究や努力力鞍けられているが，今こ海等の故障を振返つて、みると，亥の様なことを考察し得る．　　　　　　　　　、1瀬気礪入故障の原因の跳多しゆ螺氣であつて，屋外用の套管　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：1はすべて外部に磁器製碍管を被せて，それと中身との間　・隙に油ま嫌・ムパ・・蹴撫ある・淳圏満　！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（29）　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　　　　be‘ごド’11’llI：．’　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　●il、　くなるとbの磁器碍管が長くなり，以前は1：本もので製作不能だつたので，澤山の碍管をセメントにて接合した’ものである．これがエ作不良または自然劣化で，濡氣b模入，または充墳物の洩出の原因となつた事もあるし，一また頭部の構驚不良で，吸鴇した場合もあつた．これ等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クの原因に封して碍管は1本ものとして，セメントめ接合L部分を減少し，碍管と金属との間のパツキソグ材料を愛更して，’長く氣密を保ち得るものとし；しかも組立に當つては，嚴重な氣密検査を施す様に改めている．また頭部構鎧も色々の工夫を凝らして，・その目　　　タ的を達している，不夏套管の槍出方法　　　　　　　　　　　　　　　　　・　せねばならぬ．つぎに水分に封してはこれが浸入せぬ様にし，たとえ挨がかSつても雨や風で直ちに洗い去られる様な構浩にしたいものである．　このよう陪して作られた套管でも，，上述の如き原因のために故障を起し，大きな停電事故を誘因することもある．しかし故障を起すまでにその劣化の朕況を豫知できたらiしかも套管を損せずに橡出するこ主ができたら，’その悪い部分を取除くとか保修するとかして事故を未然に防ぎ得るわけである．　．しから1葛その劣化湊｛印方法としてこれまで考えられ’たことは，先ず絶縁抵抗を測定する方法でこあるが，こ’れでは鹸り簡翠で完全には良否が到別できない場合がある．？ぎに考えられるのは套管の全長に亘b，電塵の分布が一様になつているかどうかを瞼べる方浩があるが，これは劣化局部に限られた時は，それが劣化しているらし�d・位の・事は知れるが，一様に全儂に亘つて劣化した時ぽ�q出できぬし，’劣化局部の護見も極めてあいまいなもの壱ある．つぎ．に充電々流を測定する方法であるが，こ，れぱ極めて原始的で操作は簡軍である．まtE充電々流を測るからメガーと異塗りasas容暴わかり馴短緯も融でき“v2　（30）　　lt　　　　　　　　　　　　　　　　　　、二の力率e測定す5・rt：　opにもさ・’ら9しる5W卿結線図＄示ttはt　Tのuo　v．て，検出能力はメガ’等に比して遙かに高いと稀されるが未だ充分ではない．　　　　　　’　　　　・　それで最も信頼できる方法と考えられているのは，誘電髄損失を測定する方法で，これにも簡軍に電力計と電麿計と電流計とを使用して力率を測るのと，今一つはセ　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざリングプリツヂを使つて，嚴重に力率や容量を測定するのである・　　　　　　　　　噂　・　　　　　　’“　　　　　　t　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　．BUP　　・　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　R，は癬鶴勧髄および抵杭　Rprコ測ぞすぺ冬容量V雀の物の抵坑　R4は可霧姓坑　　　　’　　c4は司寝容量　　C：αrま抵坑の棟遊9量　　　　　　o　　　　　，敵（｝は〕険流計　　　・　　求むる力輌はTOWt．　Sp＝wC4　R辱s：て　　容号はCp一鴛c，　L・て・tiめらUtる．　　　　　　　’　　　　　　、　　’．　　　・第1薗　　　h・この方法は米國で10年前から操用して，毎年定期的に検査して回つているらしい．この力率はt孤δで表わされているが，これは温度によつて憂り，電堅でも増加し，永分によつで増して行くものである．それで，．これが測定に當つても使用の電壁温度で測定し，あらかじめ定めた良品に封して許さるべき力率と比較して劣化の程度が判定せられる．それではこの良否の目やすは如何と云うと，米國では次表の様に定めている酬もある．　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一套管の状態定格電堅　KV蓄電器型　％油入型ゴ　％コムパウンド型　％　　　　　　、づ型　15〜37（73〜230　0ん3・0〜2�u0〜3．50〜20〜350〜2．50〜3．50〜3．5　　　　　　　　　　　　→警戒を要す∫15〜37｜73ん23σ3〜52．0〜3．03．5〜5力2．0〜3．03．5〜5．02．5〜4．03．5〜〔覧03．5〜5．0取換｜う’べき　ノ15〜37もの　．　　　　　　）73〜230　15．0以上＆0以上5．0以上3．0以上　　　　　、葦：蹴19：跳第　2　表三≡菱電機・VQL．23　No．2・1949k’⇔4．外國における套管の謹蓮、　　　三一”’一一長い鱗で外國の事情は不明であり，殊に歓洲の様子が未だ知れぬが，米國の電氣技術につ、・ては近着のEle・t−rical　Engineering誌によつて5かがわれる．　この套管についてはGE赴では過去32年間に亘つて油入套管を使用してきた．その成績は申分はないが，電氣機械設計上の新傾向に合致するため適當な改良を施し，設計し直す必要が生じたと云つている．而して新レく褒表せられた套管はCapacitance　bushingとて，その特徴は全密封式で維持費を低廉と　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホし，大きさならびに重量を滅少し，かつ取り付けおよび保管上の安全性をも考慮に入れてあると云5・而してこれは約2ケ年間の實際的試練を纏ている由，かく密封式構造にするために，パツキングには人浩ゴムを使用して，漁氣や酸化によつて套管の内部の絶縁が劣化するのを防いでいる．それで油を取出して轍すること，および一内部の絶豫物を瀞しi乾燥するために分解するなどのヒとは不要である．すなわち新型套管の如く，完全に密封すると最初の高い’縁耐力はそのまS長年に亘つて憂　　　　　　　　　　　　　　夕化しない．　　　　　　　’　つぎに套管の内部の絶縁は油の渉透するバリアと組合わされた油精からな？ているが，このバリァ、（圓筒形）には非金罵性の導電性の暦を設けてある．すなわち圓筒形の蓄電器を形浩つている．かくの如く丙部の繊強度を調節したことによつて直脛を滅少できた．　　　　　　　　　　　　やそのため小さな憂流器を用いるこ．、　e　　，�n一’　Z強い多重雀護條はあらゆる使用状態で，パヅキング　　に安全な駆力を與えている．”　3．頭部F　一一ムには油面を指示する磁性油標を備え，油�l欝灘二巖�l�j，でM．’　ヨ・・轍・！・とな・・蜘鰍75・・なつて長・1．　li　　　　さは大差ない模様である．　　　　　　　　　　　　　『」　　これでみるとGE斌でも蓄電器型を探用しこれを得　　　三意の油入型とt，その上．・ツキ。グに磁百を使つて”　’　・x’　，　　　　　　　　　　へ　密封式と改めた模様である．端手甚iX油穴ドニムiハ゜・ソキング’1”vキング如フランジぺ�dキンブ下ePPtl管’でツ千ング璃嘘金k2■・38KV　GE噛套管とができるし，性質の良い饗流器が使用できると言う．　また套管の荷浩りも樂になつたし，機械的にも丈夫で，噺路器の遮断試験にも安fliに耐え得るのである，dなおこ仇は構邉上低力奉のもので，力牽試験を施して劣化を観べるのに適當している由．　以上のほかの事柄で特徴とせられるものを畢げると，1．セメント付けの　clamping　r’ngを止めてeentir　・lampの方法を取り，碍管は絶えず睡縮下におかれ　ている．コンデンサー套管の趨勢●餅　5．W駈の套管W杜の套管について述べる．W鮭で蓄機器捲套管が登明せられてから40年になる．1すなわち1909年に電堅44．KV，および100KVの套管を製作したが，これらの多くは未だに使用せられていると云う．その後設計にも，材料工作方法にも不箇の研究をなして，改良に改良を加えてきた．例えば屋外用の套管では，外部に磁器碍管を被せるが，始めは小型の碍管をセメント付けして，1本ものと・していたが，これを1本ものゾに饗え，・接合箇所を省いた　つぎに碍管とフラソジ金具との間のパツキソグをも，フエルFからコルクついで人造ゴムという順に改めて，灘氣の浸入をなくした．碍”管と套管の中身との間隙の充填用として，始めは硬質のコムパウドンを使つたが，のちには耐油性にして，軟質のコムパウンドに塑更し最近はまた材料の都合や顧客の好みによつて絶縁油を使つている咽’　k＿5　　蓼三量　　’｝1　　　目　　　　1しかして，コムパゥンドと磁器碍管の内面，または套管の中身との間で密着せずして，塞洞の生ずるようなこと　　　のもをなからしめている．　　　　　　　　　　　　　　　　　・　中身の套管では紙の謬鐸および工作方法の改善によつてb絶縁耐力は倍となめ誘電盤損失は牛分となつた．殊に特筆すべきは，表面庭理で多年の研究の結果，たとえ潟氣の中｝g晒しても，．ほとんど劣化することのなぶように改善せられたらしい．その上工作方法は，近着のElectrical“Ord誌（2）の報（3D　3Nli｝lil　．［：it〔！「醒烈⇔二’こぎ’雪�k�iぎ’でで�cで�n；でで：”’∵ぎ竺で契騨：・�c‘膓s，e’ずるところによれぼ　　　　　　　　　　一　米國では高周波の電氣を利用して，物を速，がに乾燥することが流行しているが，これを套管製作にも懸用しているらしい．それは套管丙部の誘電鵠損失を利用するもタ）であるか　ら，品物は丙部から一様に乾燥せられる．これを眞塞の繭のなかで行えば，治出される水分が後から後から引き出されて速かに乾燥す　るわけである．　　　、　　　・　　この乾燥の途中で含漁の程度を検べるため　に，誘電題損失を測定し，規定の値に達すれば，今度は　反封に歴油をこの薗に入れて，絶縁物の氣孔を絶縁油で　埋めてしまい，誠に申分のない套管が出來る．W冠では　高周波電源に10kW　5・mc．を使用し，虞室画の代りに製　品に使う碍管を利用してt套管の魔理を行つている模様　であるth9，この模様を第3回ヒ示す．　6三菱ゴンデンサ三套管一一一一一三菱で最初にコンデンサー套管を製作したのは極めて古いとで，明治43年頃に早くも電塵§　100　KVのに管を作つたごそしてこれを宇治川電氣・に納あた愛歴器に使用した．この套管は敷年前に記念のため引取つてある．．これは屋内型で，構邉はW赴の初期の製品に　工奇フランヂよく似ている．　　　　ま油争その後w赴と麟が認�f　　　　　　　　　　　ソケvf、真空吉f’、1一真宣メ三わ計、一ふitS　’“ご調整一二「一つ「マ’　　　　画嵩　　　　∠L〃率漫淀装晋へ、圧油管、●Wt　蓮カや言†〜「・糟できて，W瀧の技術。を取り入れ，その固¶｝�f望鴬兜も，その指示によりたびたび改良改善が施され，今日に至つている、この間に製’作した套管は，大小取りまぜて50000本、を遙力・に鑓している，他の型にもある4　（32）　？ランヂ　ビ止〆疑お体埼狸　　シ線第　4　　’埆亀極陶せ綾付つラ膓ヂ、o　．t　　　　　　　　マ　　ノ　　　　　　第．3回よ5に，’この澤山なものOf中にはそれ自身の原因によぢへものや，他からきた原因のために事故を起したものも：あるが，また最初の製品で，いまなお健在なものが澤山ある．’その後多年の輕験により大いに改良せられた．’只今の標準型は第4圃（DL−20024−12固）油入型と・第5圃　（L−20024−14四）　コ・v．2：ts＞＿．；∠ドニ充鯉「とであ一つて，前者は主として糎器に使用し，後者は油入遮蹴も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ器に使用している．いずれも中身は同じくコシデンサーで出來ている．もう少し詳細に第4圃の油入型について記述すると．　　　　　　　　　　　．　　　　　　’　（D中身の套管　中身の套管は銅または債鍮の心棒の上に，直接に絶縁紙ど錫箱とを交互に捲いて，等レき静電容量を有する敷多の圓筒形蓄電器を形ずくるもので，申心から最外周端　　’フランジの接地瓢まで電位傾度は全く均等で，ブヅシングに加わる電堅は，各蓄電器ごとに等分に分たれるのである、，したがつて絶縁物にかSる電氣的XトVスは，各部分ほS“rSkであるから，他あ型の套管の如く申心に近い部分に著．6しい電位傾度を有し，一したがつてその馳に甚しい弱賭を存するものにくらべて，著るしく大きな絶縁耐力を持つている．三菱蓄電器型套管に使用する絶縁紙は，特殊の絹縁ニス’一　　メ”一　一�奄煦黶iイ）　，　　　．　　　　　　（P）第5回　ララン亭部分の構造　　　　三菱電機・VOL・23・N・・2°1Stgtxピ：�c響響竺騨璽�kマ三で1でで�n�n�nで：ぎ灘、　　∵…／　1　’1・嘲　一．・一　i、’　・，・　．　　　，i”：護　　　磯Lた紙であっ℃硫輪力、蹴臓、を｝なおち睡鞠。融趣封L端嶽　　　襟：▲違蒜懲嶽ミ鷺；肇巖二講麟灘�f÷撚藁∴讃灘；二遼灘蕊識二：；驚：継鷲三て⌒｝鋼て∴：1’を礼嘩中にて酬麟を蹴繊翻を鯛塗　・の�且ｩ麟る防繊ぱ常に醐・・twくもの枯　3　　　布するめである。t｝くて出來上つたものは水にも・油に　　いコムパンド充損型めものにも盛んに使用せられで；そ　�d　rl，葦　　　も跳杣丈夫なものとなる・　　　・　　　の効羅灘している．　　　・一！’　　　蔓墨の三部は元部に璽出す。も吟一扉氣剛・鷲蟹震鷲瓢灘欝三1誓瓢竺灘欝�l耀警書膿忽艦�l頂，e、。．、て蹴省き　　　□身だけでも充分役目繰ポ現唯朋のもの鶴　く・淳位・・プに闘し’・・1・，ご拠油斌・ム⇒一る　　　管は被せてない．したがつてこの碍管と蓄電器部分との　　ンド充損式いずれも電塵110KV以上のものに取り付け…　　　f　　　間隙に韻される齢・ソ舟シぽ皆無なつても　得る散してあつて・・オzよ樋齢遜捌油し，　　ミ　　　實用瑳支がなL’°であつて樋常の7由入またはコソ　舗や縫舗猶僻しめるようになつている・rt．　　一：；　　　�lこ繋�l�f�f質を騨して利芸蕾纂議�l1灘�f三：’：1　　　（3）油入蛤と翻髄　　　　　V・’　　り，こオ・に・本もの磁器囎搬せてある．1而レて中　　　中身套管に謝る強敵｛嚥氣である・そこでこのpaの　身珊叡の間には特別な・ムパWドを韻しkあるジ．．、噸輪としては竣の油遂翻鞍管で・牡密　．繍の浸入圏し対・娃密封じ・ある・とも前拳．　　　封式としている・戸般の油不套管は・その油の温度差に．　　．同じ・た恕し9の場合は膨脹係敷力1油よりも少いから寵1　　　よゐ繊囎の唾力差酬氣に放出しているカ…れで．封騰賂易であるが，一度蹴樋入すると橡眠修・日　　　は油の劣化は避けられなVi・しil・”し密封構造にしたため　　繕がより困難であるから，密封構造を入念にやらねぱな．　　　に構造上種＆の困難に會つたが，これを巧に克服して完　　らぬことには憂川まない．　　　成されている・、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・さて套管は使用中はもちろん，補用品とLて保存して　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vる間でも，その手入方が悪いとどんどん劣化して行き’　　　　　　　　　　　　　肝心の使う場合に當つて聞に合わぬ物になつてV．・ること　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．ξ　　　　　　　　　　　　　がある．米國では塞氣が乾燥しているので極めて無造作　　　　　　　　　　　　　　に保存Lているが，日本では同じような方法では不十分　　　　　　　　　　　　一「�f�l�f�fし麟麟；鷺欝曇’藁　　　　　　　　　　　　　　り・　X全に酬靴する・とによ撤善する・と擬き．司　　　　　　　　　　　　　た．しかして保存する聞も油澄けとしておくことSした　　∫再　　　　　　　　　　　　　い・かくてこれからの套管は從來の鍋を一掃し＋分　巡　　　　　　　　　　　　　驚難蹴�f言＿ある．’・1　　　　　　　　　　　　　　から，使用中ときどきこれを測定して頂けば．その真否　　　弍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“’輻1�`　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　z‘1，1’1　　　　　　　　　　　　　第　6圖　　　、　　　　　、　　　その結果劣化の傾向があれば・破壊する前に取り換え　　　　まず。噸部髄綱題であつぴ翫｛よ第舳　て手入オ・端し故障の原醜除去すオ・ば大轍妹然’　　　D・＝…24−・圓1の・う・≒なつてて・・．繊相當・・に防ぎ得るのである・　　”l　　t　，、’f　　　・ンデ・亨囎噸・tWi　　　　　　　　　　　　　　・鋤5三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt．　　，。鵬　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一．二i［　’9、、、●w　・◆’」▼．“⇒げ一こ”“”∵一可1言罵’�k『：字’町や腎≡　　　　　　　“　　　　　　　　，，　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　‘P　　・子電解研磨の研究（第1編一電解液の研究）lr・！1．一’1：・iトに，L「f1・1二　　　従察の電解液に槍討を加え，電解液の具備すべき隻件を論じ，と《にS”　　　エッチング液と電解液との開係を遣ぺ，電解液の衷真の一方　　　嵐．新電解原液の嚢見の卓方法等法逮べている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・研究所　齋　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　1．糟　　’言　　．　　　　電解研磨の研究は，戦時中より，現在に至るまで，國内　　　　國朕嘩んに艘が行われており・’t’れを利mtるこ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ．　　　とのできる製品についyt，あまさず，使いこなしtみ　　　　よ5とする努力が沸はれICいる．　　　．一・殊に美観を要するものの．・干滑な仕上面を必要．とする　　　　もめについては，その効果も大きいので，・廣範な領域に　　　　おいて試みられているい　　・・　　　　　　　、　　　　　しth｛るに電解研磨を行うには，電解液が適當に選ばれ．’　　　調製されなければならない．さもないと良好な研磨面を　　　　得られるべきものが，．酸化した面になつた，g　sあるいは　　　　金属組織があらわれたりする場合がある．　　・　．　　　　電解液については國内でも，鐵道技研の田島氏，東工大　　　　の田中氏s商Z省機械試鍮所，その他において，研究さ　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　ヒれている．電解液の選び方，具備すべき條件に封しては　　　　前記の方々により，ある程度のこと力凄表されている　　　　が，これのみでは，極めて漠然としているので，筆者は　　　　別な蹴より．，’その具備すべき條件を考察してみた．こ　　　　の結論より，新しい電解液の開護に示唆を與えることが　　　　できると思う．　　　　　　’　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v　　　　．1．從來紹介されているもq　　　1−＜1）電解研磨の現象がJaquetにより護見されて以　　　　來・・電解研磨法瞬速な齢をとげた・そ嘩史をたF・　　　．どる代りに参考となる文献を並ぺてみる．もつとも第1”　　　　　2亥大職以後の外國文献では，いまだに状況がわかつ　　　　ていないので，國内に止める．1：1：1：1：：1：蕊�b欝；二ll　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33　（1936）卜　　　3）P．・A．J。q・et，・T，an・，・Eie、tr・・hem，8・c．はごll　　　　　　　　　”　　　　　n　　69．（1936）［　6（、、）　’　　　　，　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　曽　　　　〜じ．こ11　，　　　日£F藤t＼　’一長男　4）・】P．A．　Jaquet，　Bulletin　dle　le　Saci6t6　chim　de，，　　　France．　　3　（1936）5）？・　A・　Jag・et・Bwlleti・dl・1・�H噸F測融e幽　　　己es　］ElectriCiεns．　　6　（1936）　6）　P．A．　JaqueちComptes　Rendns．’205（1937）　7）　P．A．　Jaquet，　et　P．　Roquet，　Cemptes　Rendus．　　　　　　　　　　　　　　　　　　208（1938）8ア．．W−1’CJ−EI皿o云》i−．Jb｛i面a1−6f　A函lieδPhy8：Cら一＾　　　October　　（1937）　　　　　　　　　’9）Low臼y，　Wilkerson　a立d　Smare，　Phil　Mag．　　　　　．　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22　（1936）10）W二C．Elmore，．Phys．恥ヤ．53（1938＞．11）　　Vernon　and　Straud，　Nature．　　142　（1938）．，　　　412）　GOrdon　a’nd　Cohen，　A囮er，　Soe．　N［etal9，　Pre・　　　輌N仇39（1939）　　　　・　＼13）＿G・E・Pelligsier・H・MSrkus　atr〔i　R・F・M6hl，　　　　Metal　Pvogress．　37（1940）　　　し14）’田島榮電氣化學第13巻第1號15）　田中　實科學測器　第2巻第10號16）菅義夫懸用物理10（昭16）・　1Ii’iき》Vll　’・第、■’vv2ぼ菱電機・VOL・23．　Mo・2・1949〆呼・噸響：ド警治苧甦警ζ・�n�Pイ�h、　　　　　　　　＾　　　　　　　　K　　　　17＞篠田軍治’金島學會誌17年5月號．　『　　　1−‘（2）電解研磨法の理論については，本論を述べる必　　　　要上，普遍的であるが一懸述べておく．　　　．　　　　1・）電流密度の電堅電流曲線については，第嘔の如　　　’きものが代表的曲線≧・して示されている一　　　「　BCで陽極は徐々に規則的に溶解し，表面は曇つて　　　　・いる．電流がCに蓬すると電塵は急にViに上昇し，　　　　　同時に電流密度は11に下降する．（γDは電流一定1　　　　　で，電塵はV2まで増大し績け，，この領域において’　　　　　陽極表面は滑かとなり條痕が消滅し，光輝を放つ、　　　　それ以上に電流密度を上昇さぜると，金燭表面は輝い　　　　　てはいるが，氣泡が固着した部分が溶け出さないた　　　・めブヅブッが出來る、更に電流密度を上昇ざせると，　　　　　陽極表面は再び滑かとなる．　ノ　　　研磨は高低電流密度の2ケ所で行われる．　　　　ロ）濃度分極　・　　　、f　　　　　金眉イオンが凹部に蓄まる＊うになれば、〈の濃度’　　　　　Cの封数の値に比例する逆起電力，すなわち濃度分　　　　・巌堅を生じ凹部の酬糊制され，凸部が凹部　　　　　より大なる溶出速度で溶出される．　　　　ハ）溶解度効果　　　　　嚇表面で陽極腐蝕生成物が，密度力ふ定の値に達　　　　　すれば，電流通過に勤して抵抗的に作用し，第1回　　　　端子電堅の急壇が行われることが想像される．これ　　　　　力暢極全表面に一面に積つているから，その凹部は　　　　　凸部よりも深い抵抗層を持ρている．電流は凸部に　　　　　集中することは當然である．、　　　　以上のほか，電解研磨が行われるには，陽極形状の影●　　　響（これは稿を改めて述べる），温度の影響，添加剤　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　（有機物，薩酸等）の影響などがあるが，必要に懸じて　　　　述べることにし，筆者が本論として遠べたいと思う，　　　　電解液の開護の項に入Q・　　、　　　‘　　　　N．電解液の持つべき條件　　　　　　t／一　t　　　I−〈1う現在利用されている電解液　　　　Jny・etの護見に始まり，現在までに｛ま種々薬品の混合　　　　による電解液が褒見されている・’．．　’Ptr：電解研磨を行ない得るものと，電解時間を要するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●とに分けて表示してみる．電⊥醒⊥画翻金司考案者　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　ロ　　　　　　過盤素酸アルn−［れ，18！8不鋳鋼1Desy及ル＿・．一一．一＿炭　素　鋼l　E艶…ua−ge天（ゼラ忠瓦晦みチ・）一繊漂霧魏　　た田　鳥　氏聯懸寧1、8ノ，惣鋼［�h醒三＿＿　　　　　　　ヨク・ム酸10。，q。＋Z。障　　　　　　　　　　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　�d重クロム酸カリー｜硫酸　　．・・Z．．L−一カリL：鋤ぴ岬．島氏　　　　　　　　　仇＋Z∴r已者二苛性カリ（又は苛i’i駕諸↓ラクi、　　　．・1、al　　田、島・氏　　第1表　迅速な研磨作用を有するものこれ等迅速法は通常敷秒ないし敏10秒の電解時間で行われ電流密度も臓嫉きく400〜400・A／躍醸である．　　　　　・　　　　　　／1fl’・　一、］ヨ　　］　　　1鶏　　　　］’　　Il　　　E’　』’　　　；1　　　：‘1　．1〕　　．1’：］例えば」・q・etの過麟酸酷酸系・D・・yおよびH・・U・、．　　　　　　　　　ノmersの過璽素酸ニアルコール系，　H．　BI　rkh泊dtの硫冒解川　　・一＿一過塵素酸一無水酷1酸　　　　　…燐　　酸　　系1A層　　　　　　　　　　　，一一〆一一過璽素酸一氷酷酸1硫脚グ・�s・司鱗グ・セ当葺性加副　　　　‘苛性ソ　ーダ’1硫　・司川適用金司考案者一L−一一一一’一一’1．t−一　　　＿　　アe．Al．8旭aw　aw十zルPa，　Nt、tL　Zn　〃Mo，　Ni．P・A・Jaqu�Bt同　　　　上■．一　一　．　＿＿＿＿同　　　　’上II．］Burltbardt筆者、Vernoti　and　　　S　roindHoO9トe8　aロd、　　　CoomesJaqvgt一一「一ヨ　　　］　　　’！’．1　　］　」　t＿　」1・，．il　　弍●1≠　　酸一グリセリン系f田島氏の燐酸一ゼラチソー篠酸系　　など撃げれば多敷あるが，それ等はすべて，硫醜過　　塵素酸，燐酸等の原液が研磨能力のあるものでeそれ　　ぞれの添加してある藥品は，電解研磨における作用を　　助長しているもめである．、．　　燐酸，過閲素酸等に研磨能力のあることを護見したの　電解研磨の研究（第1編電解液の研究）・齋藤’2　　　’　　　・　　　　　●　　　一　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼却　　・　　第2表　長時間を要するもの　　　　　「　　　　！・の麟間を臓に要す・ものは襯・醐・披も・』　のが多く，硯在利用されているものぼほとんどない．耀ぽ分⌒灘興上ヒ灘少く酬1血　（2）電解液の持つべき條件　　　　　　　　＿晴撒であつた電魎具備すべき継田解　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜35）7：・’．xk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　ぷ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’⇒，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　令　　・S，11　　　　｛ま一つの指針を與えている．それを奉げて見ると，‘主”　a）醐酸化物を作るets｝・凱て噸基性液，　ex止　　　　基性酸化物を作る金麗に封しては酸性液！）：　11．’r　（n）、粘性矢なる2と　　　　’　．　’　　一’，ti‘r　　（イ）の條件髄用鍋と噸可能の電繊とを臓ド・一鯖は壁醐てきた謙であろう・　twのOUは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし酸だ：IJi、三　　盤基性酸化物を作るから多く酸を使う．ll5’一　　　　つたら何んでもよいのかと云うとそうは行かぬ・極ぼ　　　ぞL・・　　，めて限られたAあでしかない．（ロ）の條件は濃度分i；　”　　’極効果を起すりに必要．な條件であるが馴これには有監　一．　機物（ゼラ．チソ，塞天等）を添加することによつて�d・　　．も得られる．しかしながらこ｝tだけでは漠然とtて　　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ1’、：’　．’　　　要を得ない．いわんや新しい電解液を探すなどはこじ　　　れだけの條件ではおぼつかな�d・．とれだけでは特定iご∵　　’の液でなければ研磨が出來なtiと云5現實の條件をル　ベ　　　　　　　ドil・：・，．　　　詮明出來なWぽ．’どんな酸でもよ凛・1s？’・しまう．芦ニ…一そ芒で卿緋が考えら描．一．T−一一一’一一””’：P−（ハ）嚇に生ず・Mlt生成輪適當な麟蹴を欝：Tで響壕竺丁竺�iTIT�n1町竺興響聖雲樫胎」　一　、　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　．　　　　　　　．．　　　、　　“tこ　　　　¶　、．1・’∵’　・ペー∵r．．1：二≡葺・寧、興埣　’劉　　　　　　　　tその老えのもど罐來電麟磨液として用いら泊い　．’・るものにつ・iて・そ嚇触麗に封して躍繊との＼關係を調査してみた．またその他の腐蝕用酸として認　められているもの，ならびに未だ電解原液として使用　・　されてないものについても同様のこ．とを試みた．　　　　　　　　　　　　kWべ2）　賢　駿　1（1）從來の電解液が鐵（軟鋼）に勤して示す組織　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　＼鎚番號　液組二成抵贋態認ピクリン酸　5gアルコP＞V　100’　e．c．P無　　、＼．厄∵　igすること・これは溶繊効果を持つための條件でiド・．1　　　　ある．　　　一　　一　’　t　　　　　　　　　　　　　　　　　　’出　’e　　　　’　　　　　　　　、じ‥　（a）陽極酸イヒ生成物が，可溶性大なること．r’，い�g�l纏撒�f：：鴬糞二�gい　．ジソ痔が筋れることがある、その辻繊など‘に’　　　を添加する必要があり，それ等によつてある程度浦1・　　　足される場合がある．しかしながら1〜4の條件は1”r’　　現實に研磨能力のない酸に封しても，人工的に作成lll−・r．す・・とができ・．・れのみで噸の原綱ま・’　　　・問題にならない・これに封し筆者は金属組織にWし：’’　　　　　　　　　　　　　　、　　　　》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　均⊇溶解度を有するものがないかと考えた1■1‘’．　一iゴ．ごrv，電解液と均一溶解度　・　　　　　・　．rv−（D．均一溶解慶　　．　・　　／　均一溶解度を考えた場合に考慮されることは，金麗組　織に勤しいかに作用するかと云ふことである．これに　ついて電解原液と金麗組織との開係について面白い闘漣が得られた。電解研磨は電流密度が不動態化顯に達　した場合行われることは周知のことであるが，この場　合は陽極生成物が抵抗的に作用するごとが出來るの　で，凹bに勤して凹部小凸部大なる溶出速度で溶出す・　る．凹凸に甥しては選捧的に溶出させるが，傘麗組織　等に封しては，選撰的でないものヵミよろしいと考えら　れる　すなわち鈍感な溶出を、レてくれるものヵC電解　液として良いのではないかと考えられるド、　　’i8（36）　　　　t”　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　’、H3　POI　d＝1．7王lclQi　　d＝1．12　　　　　■H2　So4　d＝1．83蟻酸100％有有∨有？’ノR菱電機・VOL．23．　No．2●1949　　　　　　ノr二t燵庁で卵：Tでで牢丁⊂二’ニー二η　一…一　　：。鴬眞鰭，液th成鱈鵠＼王I　NO3　　4＝1．5噛‘冶　　　’Hel　　d＝1．14　＼　　　　　　　‘　＼　　・H20　　　　95’％．’H¢4「　（1　＝1．4　　5％無無、／こ無酉繍屯度90％’4容　　　　　　．　　　　　　　　Qacqwet氏液HclOi　d＝1．121容　　　　r’アノv・・コール　　．4容Desy．　’・一　一　　　　　Heame：sの液Hclo4　d＝：1、12　　　　　　　1容　　　　’蟻　酸（純）go％　　　　　　　　’　　有　・ff2　SO4　d＝＝1．8310％’t・電解鵬の研究借1縮解液の研究）・齋藤　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　〉ふ一一＝一一ス⊂六”で書烈で二1二reT：1■　　　　　　‘　　　　　　　　　　ヤ＾　　．−　　　　　＼　1．　　　　　　　　∀耳3Po4　d＝1．790％　　　　　　　　　　有王r−804d＝1．8310％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’（2）賓翰1に封する考察この組織よら剣断するとまず2つの組織の表わし方の相違がある・　　　　　　　　　　　　　　　’　　　、　　　　：1｛1．ピクリン酸で代表されているもあ　　　　　　　　　』F・・r・…罐咄て噂　三、　　，l　Pearr・・e部分曝くなつて・、るのは・w踊頑・繊’］鰍・・e・ri・e・9m・・・…と・・溜繊の麟・’］　Pear「ite部分が全饅として白く出ている．．　P。。，曲を繊する晦，i・e・と（s£m6。・i・eと滅全　　　く匿別されない．　Ferrite部分とP白rrite部分とのコン｝ラストが弱、　　く，Pearri：e部分はかすかに現われたと云りた感じ”　　　　　　　ロ　ヘ　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　びθ　であるダ　　　　　　　　　　　　　　　　　t一　この2例を代表として2つの型の液に分ける．　，從來まで研磨能力あ’9と認められたものは2の型・一．從來まで研醐加しと鋤られたもの《ま�I型未知のものについては2Fの型ど1の型とth：’ある’tIV−一（3）　　實　　駿　　2．＿　．從來までの電解液が銅に封して示す組織（電氣銅）「・　窩眞番號．液　組　成　｛亀ε鷺魂｝溺二ピクリン酸、5grアルコール　100C．C．］」量　i、’　　　　、1弓　　　　　竃　　　　　づ　　　　弓　　　　，，藁　　　　　1，］　　　’、，1：・1，　　　　　却　　　　・1，1　　　　二1ヨ　　　　　　　，c・　　　　　．1？ヨ　　ー．・’剖　　　　　・魏（37）、　9　　…ヨ　　　　　，藁　　　　・．璽∵1一二’二三警三：二◎∵�n一響饗≡IL�d富眞番號液バ騒鵠’｜！三♂1ミLいト：！・11．Nl’、ft　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’L、H，80、d＝i超1甑　脊H3　PO4　（〕＝1．4　9�Pc．c．　　　　　　　’：　　　　　　　迅速法、ゼラチン　　　�srd　　　t、L．’、）’じ’σr　e3・　　　　5Ugr　　　　i　，　　　　　　　有’H20　　　　50c．．c．10（38）HNO3　d＝1．5、　　　畠無、■tSH3　POs　　d＝〈1　．7　’　　　有．−＜」一（4）費駿3　　i　　　　從來の電解液が虞鍮に醤して示す組織　　　宴眞番號’液　組・成　　　　　　研磨能力　　　　　　　　　’s　　・Hclo4　d＝1．12　　　　　　■Klσr　20i　　　20　gr、H2809　　　　　　　5（r．　c，　　．　　　　　tH2・0　　　　50（｝．c．有・無・1／T2　8ρ▲　　di　＝1’．83　　　　　　　　　？．、・　　　　　　　　　　ξHet　　　（i　＝1：14、‘●無’金・Hcl　　　　　　　dc＝1・5　　　　　　　無，T王13　1）Oh　　、（1＝1◆7　　　　　　　有4Hclo4　　　cl　＝1．12’●！・？tr、　so4　・国．臼　　？無EE　1EE機・VO〕［t−2a　N（）i、2・・1949■し；�nτ「甲≡一…π�n潭フ7でマで腎〜�n弔ζ∵一で［’−rf；：一τ“�n“写鷺で一琳一・藷ヴs鴬虞番號、液　組　成　研磨能力rllNq3　　　　，　d＝1・5s無K2σr207　　　　　　20gr五2804　　d＝1．835c．c．有H204，σアαハH20＼’50gr50c，e．50c．c、pu「一．有・’　　、　　　　一液申に浸漬時間敏衙．〜10sec．　　W−一（5）綜　舎　考　察　　　二　　　　　　　　・’・　　　’これら3つの實験め結果より研磨能力未知の蟻酸に封　　　　し，硫酸を加えて電解研磨を行つてみた．・　　．　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら　　　その結剰ま光澤ある研磨面を得られた．　　　また銅に封して，組織をあらわさないピクリン酸は，　　　アルコールとの混液において光澤ある研磨面を得た．　　　また∬叱HNo3介いかなる割合にHiS　Poa（燐酸）中　　　に混じても，研磨ができない．　　’di　　　このよ5な事實が績々とわかつている．　　．これ等の事實かち電解液として使用できるもの｛ま，少　　　　くとも金属組織に勤し鈍感な作鳳すなわち金属を選、　　裡的に，貴卑の差によiり溶かさないことを必要とする　　　　と云えるようである．　　　　　　　　　　　　　タ　　　また腐蝕液として現今用いられているものは，そめ適　　　用金麗に野し，研磨液として能力がないと云えるよう　　　　・●　　　に思5．・・　　　V．酸の強さの問題　　適當な酸の強さを必要とするのではないかと云う・考えか　　　ら，現在使用されている電解液の水素イオン濃度を測定　　　してみた．これにはアソチモソ電鏑飽和盛化カリ昧　　顧亟による．　　　　　　lt　　　　　　　，　　　　　　．電解研磨の研究（第1編電解液の研究）・齋藤　　　　　　　　　　・le　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　Hcl　Ol　｛　　アルコ’ルtt｛霧三�b｛論　　　、　　　1　H7aso4　｛　グリセリン　U20　蟻　酸書縞1c．c．2e’¢．c．3e．e．200．e．50●c．2gr2gr40c．c．4c．c．30¢．c．50c．c．5c．c．P．H．0．10．07以下　　　σ・O．8以下0．45．430．52＼＼、∴、1遷　　　　　　　　　　ざ　この結果からは電解研磨をするには（te　S“し鐵用のもの）’二　強酸の程度でなければならぬと云い得るが，その程度ば　あまり明らかではなL’・．　　　　　＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　も　蟻酸の如きものに1為804を加えて成功したと云うこと　は酸の強さを必要とすると云5ことを意味する．　．）　以上の事項から電解液の具備すべき條件としては吹のよr『　うなことぶ線括的に云えると思う．　　1．酸性酸化物を生ずる様な金属に封しては塵基性液べ　　2．盤基柚酸化物を作るような金属に封しては酸性液・　　3・’粘性大であること．　　　　　、　　　：　　4．陽極生成璽が可溶性大なること0　　5・陽極生成塵が適當な電氣抵抗を有すること．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベロ　　6．金爵組織を現わさないよ5な電解液すなわち均一溶．　一解度を與えるような液であること．　　．　　　，　　7．適當な酸の張さを必要とする．　　．　　鐵に勤しては．PH．1以下のこと．　・　　”・電騨の願　　　　　　　”t　前節の結論にもとついて，種々の電解液を作つてみた．　　　．1　そのe部を褒表すると，　　　　　　　　　　　　　　　　・1　　　　組　　　　　成ゴ　　適用金扇電流密度　醐　　　’二1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一欄�i遮1�f；賦轟塩忽3°麺∴：1　出し易い金腸のために苛性ソーダを添加する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’窪　詳細に？いて購を改めて鞘する・　　　、　　づ麟利用1、うこ∴ぷの＿パi∴i　‡パi：づ一e『べ♪’・1　’f・　’、’c　　　　　　・　　　　＿こF，，　”t一t　　｛　1sノハネ’カムコイル　の自’己．容．量捲始鯵を接地Lたハネカムコイルの自己容量を交切勲法によつて測定し，その結果から自己容量ならびに固有周波敷の寅駿的計算式を尊いた測定の結果‘ハネカムコィルの自己容量はコイルの卒均直裡に比　　　　　　’例し，その比倒係戴1ま主とLて捲糠型式およびコイルの幅と厚さの比によつて定まり，巻藪，　　，　　・巻線間隔，線径およびインダクタンス尊にはあま0開係Ltat・ことがわか⇔た．測　　　　　　　’定に供Lたコイルは歯車比約1∫1で，草線または撚線で捲かれ，直径約12な帖30�o，⇔妙タン鳩約30μ聡いし麺でありた．’t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　’　　　、1�g・；　・　　　　＾いト・一　　　　・　　　　　　　　　　　　　　tい　tt　1．緒　　　’言　一　　　　　　　　　t，、　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　（ユ）：　一’””’一一軍贋乳レノ・イF’の自己容量につTL．！ては，．palermO一兵一　　MedhUrst氏（2）等の研究があるが，多暦コイルについ　　’ては未だ登表されたものがない・筆者等は歯車比約1／1．ぺ　にコイル軸1回轄中におけるカム往復敷約1回）のバネ・　　カムコイルについて，捲始め接地の場合の自己容量を測　　定し，その結果から自己容量ならびに固有周波数め實験　　的計算式を導くことができたρで，こふに護表して御批　　判を仰ぐ次第である．　　　x　　　2．測　定　法”　　　　　　・（　　コイルの自己容量は，各巻線相互間および趨線と大地間　　に分布された容量を集中定敷に置きかえて考えたもの　’で；コイルの固有周波数、　以下では，萎1囲に示す　　．回路によつて表し得ると　　云われている．したがつ　　てコイルの一端子接地の　　場合の自己容量は，他端　　と大地間の容量と圓のCol　　との和となることは明ら亀　かである・　、　　　“L　z’c。　　　　　　、／12　（40）／第2．口第　1回　　　＼、ノLC　　　　　北研究所　中N；垣根．成茂樹交切鱗法によつてコイルの自己容量の測定原理は一般に周知であるが，吾々は下記の方法を使用した．すなわちこ2置に示す機に，水晶≡菱振器の旦叱ク圃各に被測定一一一一一コイルを結合し，これに豫め容量を較正した標準バリコンを接績する．2個の登振周波敷f1および�`を適當に’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　選定し，これらに同調する時の標準バリコソの容量をそ‘れそれC、および（らとすれば，コイルのインダクPt・・ZスLは次式によつて計算される．　　　　　　　　　、　　　　　　L一撃響C壼一一嘉一Pt（、）一なおこg揚合LC回路の同調は水晶登振器？陽極電流の麩化によOiて知る．次にコイルの捲終りのリニドを根本から切断し，第3回に示すよ5に自醸振器のタンク　、回路に結合して，登振周波敷を饗化すると，コイルの固有周波敷附近で陽極電洗が急激に憂化するから；その時の議振周波敦を，ヘテロダィン波長計で測定することに　　　　　　一　　　　　、　　　　t，1　　■■■＋8第　3　■≡≡菱電機・VOL．23．　N6．2　i　1949●戸亘でるこ�n’で三ア亭ふ警�n・ζ’ご二．よつで，固有周波敷fb・がわかる．　したがつて自己容量coは　　　　　　　　．0．02533　　1t　’　　　　　　e，｝＝　　　　　　　　　Lf♂．　　　　　　　　　　（2）によつて計算される．この方法は比較的簡軍で，周波敷の測定および標準バリコソの容量の較正を・E確に行えば，精密な測定結果が得られる・A・b！・＝1　　　　　　．　、一コイル幅コイル厚さ牢均直径線　　径b（mm）C（mm）D（m皿）d（mm）44、120．10一α16弁、155150．12−0．2066’180．14−0．23’　　55200．16−0．23一　　ノ．ヒ55240．16−0．25＼51529．50．20−0．23B・　b！c＝｝．75　、コイル幅コイル厚さ干均直径線　　径b（mm）c（mm）D（mm）d（mm）7　　〆4ユ40．12−0．207〜4／　　19OJ4一ぴ23　　、74幻0．14−0，175’7　　　　　　　’．　4　，’28．50．14−0．23’　　　　　　　亀“C．　b！c＝2・33コイ、ル幅d（mm）コイル厚さ、C（mm）　、干均直径D（m皿）線　　径d（mm）�u」’　　3　　　32227．50．12−0．25α16一イ）．23D：　b／c＝3．33コイル幅　　　　　　　　　　　　　、コイル厚さ干均直径線　　径b（mm）c（mm）D（m皿）d（mm）103180．10−0．1610　・3220．12＿012010’327�d5　　　　　　　’0．12−023．　　　　　　　　　第　1表ハネヵムコイルの自己容量・北遍・中根’・・．I　t　’一”　3．測定結果および實験式第1表は測定したハネカムコイルの形状寸法ならびに線径を示したものである．そのイソダクタソスはいずれも約500μHであつた・、t−・　−　　　　　　t測定の結果，同一形状のコイルにおいて，線径により自己容量が多少墜化することが認あられたが，その開係を明かにすることは困難であつた．6　5　4iこ｝3u　、　210tiiロH．ノ■8●t●3■o5　4ふ3u，　　210c・白4d、晦Io　Dr一句戸第　4薗一bl∋758●亀■θ2・4　　　　’：』0　　　20　Dr⇔．．）第．5岡「6！一3…．，：、1ヨー1　�P●　　■寸4．・、｛21幽｝s）°1’lo　　　20　　　30　D｛■●）第6固5碧買．”lll　．1うヨ　：｜11　　　第4■ないし　　芽7圖は，コイ　　ルの幅と厚さの　　比b！cの値が等　一　　’しいハネカムコ一一1　　　　　’　　イtvの・干均直　　，径と自己容量と　　の關係を示した　　　もの禿，ほ掌直．一．30　線的關係のある　　　　ことカくわカ、る．　　　したがつてハネ　　カムコイルの自　　、己容量は　　　C。＝KD？F　　　　　　　（3）　　　によつて表おさ　　れ，比例倍敷k　　一は主としてblc　　　の薗数となる一’30’Dを�pで表わ『　　1し蹄kとb／・．　　　との闘係は亨8　　　固に示される．　　　すなわち　　　　k＝1．65・　　　　’　　（b！c）o’4∂　　　　　　　て4）　　　となりプしたが　　　つて（3）　（4）　　’の爾式より歯車　　　比約1！1のハネ　　　カムコイルのづ　　　端接地の場合の自己容量は　C。＝1．65　　（b！c）e’46　　DP圃　　　　（5）（41）　t3ノ諺　　三ご二ざi口唇一汽？一’三警響・ぎぞ�nで三で一罪�i�d野竺、　　　によつて計算で　　’！　ぎるこ，とがわかb　　　る．　−IL．上の實駄はイ1忙、一ンダクタvス約へ61　’　500PtHの“1しL・ルのみにつ口3　　　得らたものであ　　　るから，これを　　　形駄およびイン．　　　ダクタンスの異　　　る種々の　t｝イル　　　について實測値　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　と比較した結果　　　を遠2表に示す　　　表において］富測……・・値は・り一1ドの容、●’亀量を含むもので　　　　　　や　　ロあるから，（5）式が實用上充分信頼し得るものと考えられる．なお表のコイル脅’Lセ　　　　　　輪c°工真■．33．●　’F‘’’●●●．■LLs●、’，、　4’　3k20t●’o　10　　　20・　　D｛禰欄）笛　7■i　°　・し・、1《う・　“　　n　＾倍．ノ　　’丁右　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　・　　　　　　　　　　♀　　　　　　　　　　s　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　・　　　　　　．　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　するご巻線間の電堅が，前者ρ約2倍となるだめである　　　　と考えられる．これによつて捲線型式がハネカム7イル　　　　の自己容量に大きな闘係のあることが明らかとなつた．　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　4．固有周波数．　　　　、　　’　　i　　　　さてハネカムコイルのイソダクタソスは　　　　　・”　　　　　　　　　L二、・5、藁：戸∴・一．�D　　　　によつて表わされる（3）beら，（5），（6）ーの爾式から固　　　有周波数foを求めると　　’　　『　　”　　　　　　　　　fo＝　　　L　　　　’−　　　　2π〆π301一・「．一．一一・一．一〆一一一一．一　　●　　一●　　　　　　亀1　　　2　　3E45、眺第　8　回．埋／・・5竿…　2πDN　　　　　　1．65（b！c）e・46心ρSちN・・2・7および8の3個は撚線（リツツ線）を捲いたものである．　　　　　〒　21　　　　　　−」v’之　　タとなり，固有波長2。tt、卜／坦竿丑・’一一一一一一一一　　　含1No．blC司・1C。（pF）差’ト・b／c’1（一），（m・・測定1値階（pF）一．A　　　・A一一・一．．11　1．2　3’　45．575．597．4　6　74．55．95；：：籍闇：豊1・22422．35　461．935．883．182．853．194．05　1．68’0．29　1．744．83575．251．33　　　‘15．25｜543　　　14．112．871．24642．5L614・5：165．83．142．980．167832．6615　1301　　　「ζ853．880．97840．94．4512・7i27．75．28［4・1η第　2　表　なおり一ドを切断したコイルと切断しなL’）コイルの自・己容量を比較してイリーFの容量を計算した結果は，干均0・06．ないしO・07PF！cm’とN・弓値力1得られた・この場合リ声ドの径による差異は識別し得なかった．　また測定は歯車比約11のコイルのみについて行ったが，比較のため歯車比約li2のコイルにつき測定したとよう，これの自己容量は前者の約1汐倍となつた．この理由は恐らく，後者においては，コイルの隣接して並行14（42）　　　　　　　　　、xL65（b／c）o’46（7）20＝60πDN1・65（b　c）o・16ユ・5竿…　Cm一…i〆、懸：：・m9　となる．ただし川まゴイル雀線の全長（cm）であるが’　ハネカムコイルにおいては，篭線がコイルの圓周に封し　て斜に捲かれるため，（7），（8）式のZtま實際の全長よb　多少短くなる．（7），（8）爾式によつて，同一蹴のハ　ネカムコイルにおいては，固有周波数は巻線の全長に逆　比例し，固有波長は巻線全長に比例することがわかる．　これはMedhurst氏（2）カζ軍層しソレノイドについて得た　結果と全く同一であることは甚だ面白い．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　電　　5．結　　，言　以上測定結果よb，ハネカムコイルの自己容量ならびに’固有周波敷の實瞼的計算式を導いた．その結果について　はなお批判槍討を要する馳も多いことと想うが從來この　問題に闘して登表された資料がないので，何等かの御套　考となれば幸甚である．　　　　　　　　　・参　考文献1　（1）　AJ．　Palermo‘‘DiStributed　capac1ty　Qf　s，ng、e・　1ayer　coi］s，‘‘1．　R．　E．22，897−905，　JuJy，1934　（2）　R．G．　MedhUrSs‘‘H，　F，、re8Estance　and　8elf・　capacitance　of　s：ng：e−1ayer　so’enoids”．　W．　E．已35−　43，．and　80−92，　Feb●　a　6d　M訂】rch，　1947　（3）’北垣成一，‘‘多層線輪めインダクタンス，’電波日．本，昭和18年7月　　　　　　　．・三菱電機・VOL．23r−No．2●1949t亀”、　リシノリ　’唱．　　魯　．一’、．　2・、一一一一・一カゲ』　、←　　　　・　　、　・　”　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　�Q’ルの吸冷凍機冷媒の吸漁剤としてシリカゲルを試作Lkところ，シリカゲル1ま見かけの比。重の相違によりその吸牧能が異るので，種々の相劉※度を持つ空氣申の水分の吸敬量を測定し，その吸漏能を比較検討した．　　　　　．　、　・　、　　　／．　　。法により，シリカゲルの見かけの比重　　は墜化するr焼成温度は吸潟能に最も　　影響するが，見かけの比重に鍵化を與　　、えないので，これは二定とした1シリ　　　カぽの励た撫�o駿の輝は一t　　定であるが，シリカデルは多孔質であ　　　るため，見かけの比重は異るのである．　　　よつてシリカゲルを筋別して，7〜18　　　メツシユの粒度をとり；これを一ご定の　　高さの濾斗よリメスシリシダー中に落　　　し，100c．　eT　9重量を測定して，見か　　けの比重とした：　　　　　　　　’　　　試料No．　ltはiO．77，・No．2は（｝．65，N，一Y、研究所白．二牧⊆　　　　］能・ヨ　　　　ー；P　’　．・］　　　　ヨ升‘万：次副　1．緒　　　言シリカゲルはその製造條件により，見かけの比重の異るS．のができ・お¢寧の吸雄を異にするめで・吸羅剤としての性能を比較するだめ，まず塞氣中の水分吸牧能を’測定することにした．シリカゲルの吸漁量は塞氣中の水　　“分の含有量により異ると考えられる．塞氣中の水分には絶継度によるものと，相継度によるものと老えられるが，シ∬カゲルの吸黒能はいずれに支配されるのであろ5か．一定濃度の硫酸上の安氣中の漁度は温度が憂化しても，相撒度はあまり憂化しないが，絶封漁度は大”きく饗化する．，シリカゲルの吸潟能が相蓑礁渡にのみ支麗忽暴灘繋ぽ巖醸�f醸’　　　　　ボるしく．憂化するはずである．よつて室温30°’Cと18°Cとで，種々の相撫度をむつ塞氣中で，種々の見かけめ‥をもつシpm　“，．，の吸緯唾曝討して硫　　珪験結果　2．實験方法　　　　　’　　　　　　　　　t’一　　　’　〉　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　實験結果は第1表k’　atび第2〜11匿に示した．第2四よ試料に用いたシリカゲルは水硝子溶液を過剰の硫酸にて　　り第6圏までは室温30°Cにおける，第7曄から第11周蹴醐鯛蹴せるもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q太su　圧No，3は0．55，　No．4は0．40の見かけの比重が得られte・・’：これらを直1　28　pa．垣．ダ高さ40　m．m．の秤量瓶に約59とり，蓋を開いたままデシケーター中に入れる．．デシケ・ノーダーにはそれぞれ水，30％硫酸，44％硫酸，58％硫酸が入れてあb，各デシケーター中の相獺度は200C量撒難1°�f雀叢三遮，靴し、ヨ當醗漂較違藩�f≧：1・輝堆拠・バお噸蹴つfi・　］●．10　矯20　　25　温　　膚第・1固相対慣慶3d　“35e“　（D以上の實験結果を見ると，見かけの此重の大きいシリカゲル程，低相封漁度における獺量は大である・・これに反し，高相圏潔度では見かけの’比重の小さいシリカゲルが吸潟量が大である．もちろん微量●水分まで吸牧するには，低漁度でなお吸漁能の大で’ある見かけの比重の大きいシリカゲル・の方がよい．�q・，・滝冶ゴ’　（2）室温の饗化により，飽和吸漏量は見かけの♪ヒ重の大きい程，また相’　　　　　　　　　　　　　　　　�d：　　�堰@，　　（43）　’15］i［1�kilコ」1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，LTt　F．’m’∵‥’一ハまでは室温18°Cにおける實験結果でtit　噌ある．　　　．　　　　　　　　　　・S　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　］　4．費験結果の考秦　　　　　　　『う　　　　　　　　　　　　　　　　’．　．r’　．：i　　　　　　　　　　　　　　　　　　，i　　　　　　　　　　　　　　　　　　：i　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一［　　　　　　　　　　　　　　　　　．1う　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　‘：弓ゴ　　亀　　　　　　‘臼し　　　　　　　　　，　　　‘　　　一一i1∫．．［9『ロド　コ｝．．騨�i牢で∵∵�n寧でごで三∵讐蚕�n1言竺�n三璽で撃讐ぞ驚鱒lll　　　　　』　　　　　　　　　’一，・−P　　　　　　　　　　　’　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　・1｜ご’　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　��　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1‘‘・　　　　　　　“　　　　　’　　　　　　　　　　　　　．’ll‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1キし　　’・　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馳　　　　　馳　　　　・　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　、　　　’｛．、　ノへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　−’1−一，，ll・lll”ミ1「、｛∴ト∫’1”　’1幽ド　　　ニ　ヘエ1，　　一レ1［“Il∵1‘k．、‘　，51．L’　　　　　　　　べ1　’1、，・ド｝r　，・　　　　　　∨、拭料見かけの比重’酬騨酬鰹潟1飽和・　20／　　　　　　一30　118　i．10．6　10．2111550　3025．925．11217No．1　　　　　　’　・　　　　　ぺ0．77　　“　　　　’　　　　　F幼29．330．2　610　　■．100301830．83LO69’20’301810．310．21i1550　　’30，　　　127．026．313No．2　　　、　0．65　　　　　　，　　　　　　’　　　’幽．一．一一幽一・75　　■3018’35．836．5　913一’．一「　　　・《�`．．・・．1　　　100−1・一一一　　30・一．．18・・38．438．3　6102030、185gl’6．7．3’1　10No．3　　　　　・　　　　　　汐‘0．55501了30S1817．6＼19．1121675　　30　　1842．640．91422loo30　、1858．850．1　　　122030．13，116・81．2・917　　　　　’　　　’No．4　、5・コ藷［多：�J己　　　　　　　　A　0．40‘　　　　　　　　　　　　　　・75畑‘；3二引｝き　　　　！　　　　　　　　　　1　　　　・　’　l　　　　　　　　　I…　ii9閤：9βき　　　　　冑第1’表‘一”吸　　第　潰　　ラ’量a　薗　％吸層50・　　　　．’“A　IO　　第　　　　量30．　　3　　■　　20io＼第4　馳■、　‘k．螺度の少さい程，饗化しない．No．　％1，No．2はほとんど饗らず，　No．4吸10が相塁照度100％で著るしく減つて　　　　　　　　　　　　　　漕いる．これに比べれば他はほとんど襲らないど云つてよい．シリカゲル　　　　　　　　　　　　　　昔5の飽和吸潟量は大部分欄編度によると云うことができる．　（3）　飽和吸漏量は温度力塑き化しても絵り憂化しないが，吸漏の速さ・、はすべての試料について温度が下ると遅くなつている．　　　．’16（44）．　5　　　IO　　日　　　故第t」5四f5日第6薗§菱電機・VQL　23・No・2・1949　・；：�n竺三で琴竺τ壊で�n1三三≡で「�n≡こ�i�n一�n1．∴三で”烈■！＼，翼−．50吸範罵30・　量20’toへ＼，■　メ　し規co漏20量10％吸漏量5、　日10敬t．5已・第7巳　　日　故第　8　■吸to漏5’x15　日vo散　　第　9　■．15　　5　　　　　10　　　　　15　　　　　日　　　赦、　　　第10問シ9カゲルの竣牧能●白井　（i4）シリカゲルあ蝋はその申にある無敷の細乳の毛細管現象によるものとすると，シリカゲル中の孔の径　の小さい程，水蒸氣に封する負屋が大きくなる，いま一・つのシリカゲルの粒の構造として，ISリカゲル中の無敷の孔の大きさカくすぺて一様でなく，大小様々あ力径の小　さい孔は相劉鴇度20％の水分を吸敗し得るが，他のこれより大きな孔は吸牧できないと假定する．つまり20％以上の潟摩で吸牧自肋ある孔，50％以上で吸牧態力ある孔75％以上で吸牧能力ある孔かういう様な大きさの孔がシリカゲルの表面や丙部に分布していて，見かけの比重の大きいゲルt3is　t較的細孔が多く，見かけの比重の小さいゲルは比較的大きな孔が多いの従と考えられよう．故に相蝋度の大きい時は，大きな孔まで吸牧能をもつから，塞間率の大きい見かけの批重の小さなゲル．がかえつて吸羅が多いと考えられるのである．　‘また温度ぶ下れば，同じ相蠣度で室氣中の水分の量　　　ゆ　　　　　　　　　　ウ，が減るから，吸牧能力のある孔に水分が飽和するのた時，、戴∴1　　　　ゴ・］問がかかり，吸漏の速さが渥くなると考えられるであら’う．　　　”−t　　　　　　　　　　　　一5．結言　シリカゲル｛まその製浩條件によb，見かけの比重の異る’　ものができ，その吸爆能も異6i．これを比較するため，．種々の相封漏度をもつ，塞氣中の水分の吸牧量を屹『し’た．その結晃見かけの比重の小さいシリカゲル稿低欄繊饅羅が天きくヤ高構願では，見かけの比重の小さいゲル程，．吸潟量が大きい．温度の麹化iw’ルの飽概縫にあ勧饗化嬢えなL・・’しかし雌が低くなるCゲル6maの速さ曜くなる．こ品の康因として，シリカゲルに含まれる孔の大きさが一様でな■　く，大小さまざまの孔がある鰯告を假定して説明した．・t飽和一喰濡量，．ζ　掘対罵庚第、11■、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉｝（45）L，lTli・：」”f−’i4三；h9、・　　　ポ　：．1斗L：’鵬−」‘：、1・寸q：1“．・i！　　　］　　　パi7　　　・！；　一　”／L：．DA　型　車1輔　　　　1用、最近電車および電組櫨闘章にat　u付けk電気式連度肝の構造，．牲能，試駿結果について簡軍に遣ぺたものてある・電　氣　式　速度　計　　　　　、祠戸製作所岡t本前田孝利故．k♂口晴o1；緒論　．電車や電氣機關車に取付ける速度計は，これ　＆で機械式，電氣式など種々のものが使用さ●　れてきたが，いずれも車軸の回轄を傳える方　法に麟カミあり，殊に機械式のものは車軸の　回轄を直接可擁軸を介して指示器まで博える・ので’構造が麟1でこわれ易く保守｝こ困難で　あつた．AD型電氣式速度計は，車輔の軸端　から直接羅動される磁石護電機と，その登生電墜によつて振れる速度指示器とから成るもので，機械的な回轄部分が少なく産堅牟で保守も容易である．この速度計の構浩，特性にりいて述べる．第1回　AD型速度計頚電機および取付轟18　（46）・冷◇撫z・皇9第2回速度計控し示器2．構造、ジ磁ぶ永ごソぶ三濠て鍵�h速度計は磁石護電機，指示器，指示調整抵抗器，電線接績函から成つている．　　　　　　　　　　　　・「登電機は動輪の軸受函の外蓋に取り付けられ，動輪の軸端に植込んだピソと，申間軸に取り付けた爪とがかけ合い，動輪の回轄を中間軸に傳え，中間軸は更に護電機軸に結合されて回轄子をまわすのである．登電機は小型の二極磁石稜電機で，回轄子｛は強力な永久磁石でできていて，軍相交流電匪を護生する．護電機め内部には歯車をつけて回轄子の回轄速度をあげている・第1薗は登電機を取り付けた軸受蓋を示し，これに更に小蓋をかぶせて軸受画に取り付けるのである．▼”．　一　　　　　T−　　　t　指示器は永久磁石可動線輪型直流計器乏み計器内にセレソ整流器をそなえ，交流を整流して可動線輪に流す．目盛は蓬輸省電車および電氣機關車向のものat・　0　L　120粁’時で夜光塗料を施してある．鎗2園は速度計指示器を示す．　指示調整抵抗器は，車輪の磨耗による指示器の誤差を補正するために用いるものである．車輪の径が磨滅すると鋼暁行maに幽し囎齢単て，紬魔堅が増すので；抵抗を直列にいれて指示を補正するので玉る．　　　　　　　　　三魏機・VOL　23．　No．2・1949t零（ら二’ご一べ’ご”一　　　　　’’7　　←●三φdN館3薗は指示調整抵抗器を示す．　車輪と車葺を分離する時，指示器と速度計護電機の間のリード線を簡阜に分離できるや5に，電線接績画を設けて保守鞭利なようにしてある．鯛圖はそ輌諦一c第3岡指示函整抵抗器よび外観を示している．　　　　　　　　　　　　　　　　　、＄速度計蟄電機は振動の激しいところに取わ付けら2t，　；また風雨にさらされるので小蓋をかぶせ，り一ド線の取付，連結などにはとくに注意して，畿電機戒付毫と指示器には耐震型の端子画をつけ3接績を確劉こしている．第5圃は速度計を電索機閲車に取り付けた時の結線圖である．　3．定格および性能蓮輸省標準電氣機闘車に速度計を取り付ける場合は，動輪の干均直径は1，210粍（最大11，250粍，最小1，170粍）なので，指示器の最大目盛を：120粁」特とすると動輪軸の回轄敷は第4圖電線接績画途度卦指禾々、oN巳●第5固　電気速度針接績画（電躯描開草用）AD型車輔用電氣式速度計・岡本・前田　　　　　◎3（17，）　19騨�h�iで署で三三写で興�iで三�n�n�k�n’1≡�i三瓢竿　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ麓　二　　∵”∫　∵’一”一・　’T・sレド1∴じ�_’．tT　；し，il’r『ニ　グ1蚤：、『§三一1　　　　　　　　　　　　　　　　　RPM　　　　Nゴ12e−×三las　　　　　　　　　　　　　’＝526・　．　　　　　　　　　　　　　　60卜x　1，210　π　となる．この時の登電機の端子電愚まAC　20V，　AC　10　　　　　　　　　　　fA）i，t’ド・に　　　’ピ　、Lパξ1二1‘：”1・　1「・F〆一　　　LX　　咋　　喝・　S’■｛・B）201816114＞1211　iO妻8讃6ξ4§2第6qε；遵観轟讐鍵警難mAどなるよ弓に調整してある．蟄生する電S泉ま第｛6．■‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・（A）に示すよ5な波形で，基本周波敷の正弦波のほかに，幾分かの高周波を含んでいる，これを調整すると第6固（B）のよ5になる．永久磁石の回轄子が回轄中に振動すると，褒電機の護生電塵も脈動し，指示器の指示に影響するので，回轄部分は極めて精密な機械工作を施し，す．ぺての回轄軸には球軸受を使用している．第7圏は畿電機回韓藪と端子電塵との闘係を示している．’たピし端子間には指示器を接績して測定したものである．指示調整勧Σ器は車輪の径10粍の憂化｝こ勤しタヅ“7’を一つずつぎりかえるようにし，車輪の寧が1，25g粍から1，170粍まで憂化しても指示が鍵化しないように，9段のタッ・プをつけ，各タツプにはそれぞれ車輪の外径寸．法を記入しそある．4．特I　　　i　　　　　I・1v　　．1　1i1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1、　　　1、0lOO200300400’　●長この速度計の特長をあげるとジ　　ー　　　　　　　、　ア，速度を遠方の任意の個所で測定することができて　　機械式速度計のような不便がなく，故障も極めて少　　ない一‘　1，この速度計に用いる護電榔蹴式で，回轄部分　　は永久磁石のみであるから，歳告が簡箪で頭丈であ　　る．　　　　　　　　　　　　　・　　　　・．　ウ，登電機は動輪軸から中間軸を鯉て，これを鯛動す　　るよテになつており，これらの回轄軸にはすべて球　一t軸受を使用しているから，動輪の激動；、横振れなど　　が登電機軸に直接加わることなく，回轄が極めて圓　　　　　　　　　　　’滑である．　　　　　　　　　　　工s車輔の車輪が磨械した場　　　　」　　　、、　　　合も速度を正確に指示する　　　　　　　　　　　　ように，指示調整抵抗器を　　　　’　　　　　　　つけてある．　　　　　，．　’一　　　オ，1個の護電機に封し指示　　　　　　　　　　　　器は必要あれば2個以上何⊥＿＿＿　　　　個でも直列あるい《ま並列に　　　　．接績し，任意の個所で速度　　　　を測定することができる．　・・、　5．結、　言　　以上で最近製作した車輔用電氣　　式速度計の構遙性能について簡5（蹄酬回繰畑箪に猷’そのuaを醐臨．020　（a8）2060tt80100　　120適榊ftE　KM／h．r第7圃　速度計駿電機の回轄貴と端子竃星の開係‘更に研究して性能の向上をはかリヲξいと考えている．　　●　≡｛菱電機．VOL　23．囚0．2●1949心　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　，　　　　　　、l　　　　　　L・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　織新製品紹介t一菱電氣冷藏庫（MR−2eo−A型）密閉型，白色ラヅカー仕上の　美しい三菱電機製：MR−200−A型電氣冷藏庫は　冷凍食晶の冷凍室，肉皿，野菜用の漁閏抽出し，冷凍貯藏室等をそなえ各種の食料品を完全に貯藏できる能力を持つております．　☆正味貯藏容積・・・・・・・・・・・・・・・…　7．2立方択　☆棚　面　積・・・・……・・・・・…12．坪方吹　☆　幅　　　　　・・一・・一・・一一・・・…　・・　・・　29　−kitt　☆高　　　さ……・・・・・・…　・・　57　！1　ng　☆奥　　　行…・…’一・・・・・・・…299吋　☆モーター・・・・…　’…・・…’÷馬力　　・三麺機・器21’縛内容圓線圖による永晶褒振器特性の橡討・・・・…　…・薄　井一ネカ・・イ・・の。一’一・一一一・一一・ま糧イグナイトロン整流器の酷弧回路・・・・・・・……・竹丙　　　　　　　　　　　　　　　石黒エナメル銅線の試験結果について・・・…　t−・−t…　野　口　　　　　　　　　　　　　　　姫　撲ド新製品紹介　坑丙用防爆型電熱器　．職業用ミシン　　　　　・・EEtl！ls！」晋2；内容服　　’饗塵器特輯號二螺灘灘「三　菱　電　機」VOL．23　NO．2葦．’LF昭和24年3月15日印刷『禁無断鞠載』　昭和24年3月20日登行定便1部　金15回（蓬料共）　　　　　　　　　　　　　　　　　　．パilis．�d　�d・，．＿：匡，±�`り∴　圭・．編輯蒙酸行人印　刷　者印　刷　所霞行所小　　　林　　　稻　　　城　東京秘港扇麻布竹昏町一番亀大　　橋　　松　　三　　郎　寮京都港固麻布竹谷町一番培博　文　堂　印　刷　所　東京都千代田匿丸の内2了目2呑塙三菱電機株式會註内　「三菱電機」編輯部　　　　電論之内圓；，3‘4ω　　　　　日本出版協“阜番號B2130ヱ3謹主壷≧三こ．騨一≡酊’鞭’梁螺噺ξ・鱒欝郷響・糊懸間自　　　　　　　　｛村皐ぎな一い、｝1’ピ輪てタ碗お創り下さv．（小型モーター・速度加減器斑郭代理店／・弘熟蕊一町・の・＼％　　（電）　洞i正日（25）2335，3754，3014　　名古屋支店　　一名1j「屋市巾利随廣ノJ、路西通り2の4　　　　　　　（電）　名1｝；屋　4982西部代理店　大興商會．．　大阪了1珂ヒ彊曾根崎II吐の48（電）堀川　福岡支店　　禰岡市ノミ伸町58天伸ビル2階（電）西　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’東京プLピル●大阪阪祠訂ピノ名古屋南大津通り・稲岡大柿ビノ三蓑電穫補式會而t■■■　■■■■ee■．e　匂、日、（全回轄，足踏式，O型テー7ル附）’i
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